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「
教
養
学
部
長
と

ご
父
母
と
の
懇
談
会
」
報
告

恒
例
の
「
教
養
学
部
長
と
ご
父
母
の
懇
談

会
」
が
五
月
十
七
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

駒
場
友
の
会
発
足
以
前
は
ご
父
母
と
学
部

教
職
員
が
懇
談
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
駒
場
友
の
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
会
友
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
新
入
生
の

ご
父
母
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

第
三
回
目
と
な
る
今
回
は
、
二
百
名
余
り
の

方
々
が
参
加
さ
れ
、
年
々
盛
会
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
の
会
場
と
な
っ
た
九
〇
〇
番
教

室
で
、
十
時
三
〇
分
に
ヘ
ル
マ
ン
・
ゴ
チ
ェ

フ
ス
キ
ー
先
生
に
よ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演

奏
で
始
ま
り
、
小
島
憲
道
教
養
学
部
長
に
よ

る
講
演
「
駒
場
の
魅
力
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
小
島
学
部
長
は
、
教
養
学
部
の
発

展
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
現
在
に
お
け
る
教

養
教
育
の
意
味
と
魅
力
に
つ
い
て
力
を
込
め

て
語
ら
れ
ま
し
た
。
化
学
を
専
攻
さ
れ
た
ご

自
身
の
若
き
留
学
時
代
の
思
い
出
を
交
え
な

が
ら
の
お
話
に
、
ご
父
母
の
方
々
は
大
い
に

興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

そ
の
後
、
引
き
続
き
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で

は
、
小
島
学
部
長
、
木
村
秀
雄
副
学
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
教
員
二
〇
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

参
加
者
十
名
ほ
ど
を
引
率
し
て
、
図
書
館
、

講
義
棟
（
一
号
館
、
五
号
館
）、
課
外
活
動

施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
北

館
等
）、
美
術
博
物
館
、
教
員
研
究
室
等
に

ご
案
内
し
ま
し
た
。
一
号
館
時
計
台
に
登
る

ツ
ア
ー
は
と
く
に
好
評
で
し
た
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
は
十
二
時
三
〇
分
か
ら
、

駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
二
階

（
生
協
食
堂
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
島

学
部
長
の
挨
拶
・
乾
杯
の
あ
と
、
教
職
員
と

ご
父
母
と
の
和
や
か
な
歓
談
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で
指
名
さ

れ
た
ご
父
母
の
方
々
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ

り
、
皆
さ
ん
が
な
ご
や
か
な
一
日
を
過
ご
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【
参
加
さ
れ
た
ご
父
母
か
ら
の
声
】

子
ど
も
の
大
学
に
行
っ
て
見
学
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
他
の
大
学
で
は
な
か
な
か
な
い
の

で
、
と
て
も
よ
か
っ
た
。

期
待
し
て
い
た
以
上
の
内
容
で
し
た
。
先
生

方
の
案
内
付
き
で
見
学
で
き
た
こ
と
を
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
大
学
と
保
護
者
の

距
離
が
と
て
も
近
く
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

学
部
長
先
生
の
お
人
柄
が
わ
か
る
お
話
、
オ

ル
ガ
ン
の
演
奏
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

を
満
喫
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
父
母
の
お
知

り
合
い
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
知
り
合
い
に
な
れ
、
駒

場
友
の
会
に
入
会
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

駒
場
友
の
会
第
五
回
演
奏
会

五
月
二
四
日
（
土
）
十
五
時
三
〇
分
よ
り
、

駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
北

館
・
音
楽
実
習
室
で
、
駒
場
友
の
会
主
催
第

五
回
演
奏
会
「
混
声
合
唱
の
楽
し
み
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

春
の
演
奏
会
は
、
昨
年
度
よ
り
友
の
会
の

総
会
の
日
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
て
お
り
、
総

会
に
出
席
さ
れ
る
会
員
・
会
友
の
方
々
に
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
趣
向
で
す
。

演
奏
は
、
東
京
大
学
柏
葉
会
（
は
く
よ
う

か
い
）
合
唱
団
。
男
声
は
東
京
大
学
、
女
声

は
東
京
大
学
と
近
郊
の
大
学
の
学
生
か
ら
な

る
総
勢
百
二
〇
名
の
混
声
合
唱
団
で
、

一
九
四
九
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
つ
ね
に
駒

場
キ
ャ
ン
パ
ス
を
本
拠
と
し
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
学
生
合
唱
団
と
し
て
の
質
の
高
い

演
奏
と
社
会
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
〇
五

年
に
総
長
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
七
曲
で
し

た
。

一 

柏
葉
会
歌
（
柴
田
南
雄 

曲
／
田
中
司 

詩
）、
二 

鴎
（
木
下
牧
子 

曲
／
三
好
達
治 

詩
）、
三 

ヒ
ス
イ
（
信
長
貴
富 

曲
／
寺
山

修
司 

詩
）、
四 

菜
の
花
（
福
士
則
夫 

曲
／

菅
原
克
己 

詩
）、
五 

高
原
列
車
（
木
下
牧

子 

曲
／
今
成
敏
夫 

詩
）、
六 

幸
せ
（
Ｆ
・

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン 

曲
／
Ｊ
・
ア
イ
ヒ
ェ

ン
ド
ル
フ 

詩
）、
七 

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
・
イ

ン
・
チ
カ
マ
ツ
﹇
近
松
門
左
衛
門
狂
想
﹈（
千

原
英
喜 

曲
）。

澄
み
切
っ
た
美
し
い
歌
声
と
躍
動
感
溢
れ

る
歌
唱
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
聴
衆
は
、
初

夏
の
日
の
午
後
の
豊
か
な
時
間
を
満
喫
し
ま

し
た
。

会
報
第
11
号
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「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス	

	

（
駒
場
地
区
）」
報
告

恒
例
の
東
京
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
八
月
一
日
（
金
）
に
駒
場
地
区
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
駒
場
友
の
会
で
は
、
参
加
の
高

校
生
に
同
伴
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
ら
れ
た

ご
父
母
向
け
の
企
画
と
し
て
、
駒
場
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
北
館
に
て
、
教
養

学
部
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
山
本
泰
教
授
と
兵
頭
俊
夫
教

授
が
東
京
大
学
の
教
育
の
目
的
や
現
状
に
つ

い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
説
明
し
質

疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。
百
名
を
超
え
る
ご
父

母
の
方
々
で
満
員
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

第
五
回
総
会
報
告

駒
場
友
の
会
総
会
は
五
月
二
四
日
（
土
）

に
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
北

館
二
階
多
目
的
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
七
時
よ
り
本
間
長
世
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
来
賓
と
し
て
、
一
高
同
窓
会
、
東
京
高

校
同
窓
会
、
教
養
学
部
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
以
下
、
総
会
の
式
次
第
に
従
い
、

議
事
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

（
一
）
二
〇
〇
七
年
度
事
業
報
告

瀧
田
佳
子
理
事
よ
り
以
下
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催
。

新
入
生
の
父
母
と
学
部
長
の
懇
談
会
（
五

月
十
九
日
）。
新
入
生
の
父
母
二
〇
〇
名
を
招

き
、
小
島
学
部
長
の
講
演
「
駒
場
の
魅
力
」、

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
を
実
施
。

高
雄
有
希
ピ
ア
ノ
演
奏
会
（
五
月
二
六

日
）。
駒
場
友
の
会
主
催
の
第
三
回
演
奏
会
。

百
二
〇
名
参
加
。

「
テ
ノ
ー
レ
ス
・
デ
ィ
・
ビ
ッ
テ
ィ　

コ
ン

サ
ー
ト
：
地
中
海
の
歌
声
／
ア
カ
ペ
ラ
の
醍

醐
味
」（
六
月
二
日
）。
主
催
は
「
創
造
の
広

場
イ
タ
リ
ア
」
実
行
委
員
会
。
駒
場
友
の
会

は
、
駒
場
美
術
博
物
館
、
東
京
大
学
消
費
生

活
協
同
組
合
と
共
催
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
八
月
二
日
）。

駒
場
友
の
会
は
、
参
加
し
た
高
校
生
の
父
母

一
〇
〇
名
余
り
を
一
八
号
館
ホ
ー
ル
に
案
内

し
、
学
部
説
明
、
質
疑
な
ど
を
行
っ
た
。
あ

わ
せ
て
、「
学
生
名
手
に
よ
る
特
別
演
奏
会
」

を
開
催
。
演
奏
者
は
、
ピ
ア
ノ
：
高
雄
有
希

（
文
学
部
）、
チ
ェ
ロ
：
磯
野
太
佑
（
経
済
学

部
）。
ピ
ア
ノ
委
員
会
と
の
共
催
。

樹
木
を
巡
る
講
演
と
イ
ベ
ン
ト
（
十
一
月

十
日
）。
東
京
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の

一
部
と
し
て
、
北
海
道
演
習
林
長
の
梶
幹
男

先
生
（
本
学
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
、

北
海
道
演
習
林
長
）を
お
招
き
し
、講
演
会「
ブ

ナ
学
こ
と
は
じ
め
」
を
開
催
。
約
七
〇
名
が

参
加
。
教
養
学
部
に
寄
付
し
た
「
駒
場
友
の

会
」
名
入
り
の
樹
木
プ
レ
ー
ト
を
、
参
加
し

た
会
員
と
と
も
に
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ザ
周
辺
の
樹
木
に
取
り
付
け
た
。

ユ
リ
ア
・
チ
ャ
プ
リ
ー
ナ
・
ピ
ア
ノ
演
奏

会
（
十
一
月
十
四
日
）。
駒
場
友
の
会
主
催

の
第
四
回
演
奏
会
と
し
て
、
ユ
リ
ア
・
チ
ャ

プ
リ
ー
ナ
さ
ん
を
招
い
て
ピ
ア
ノ
演
奏
会
を

開
催
し
た
。
曲
目
は
「
乙
女
の
祈
り
」
な
ど
。

一
二
〇
名
が
参
加
。

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

駒
場
友
の
会
会
報
九
号
を
八
月
に
、
十
号

を
二
月
に
発
行
。

③
そ
の
他

正
門
修
復
募
金
の
実
施
。
老
朽
化
し
た
教

養
学
部
の
正
門
門
扉
を
学
部
が
修
復
・
復
元

す
る
に
あ
た
っ
て
、駒
場
友
の
会
は
、会
員
会
友
、

教
養
学
部
ベ
テ
ラ
ン
会
に
寄
付
を
呼
び
か
け
、

三
八
九
名
か
ら
合
計
三
、四
三
四
、〇
〇
〇
円

の
寄
付
を
頂
戴
し
た
。
こ
の
全
額
を
国
立
大

学
法
人
東
京
大
学
に
寄
付
し
、
す
べ
て
の
事

業
を
完
了
。
な
お
、
駒
場
友
の
会
会
報
第
十

号
に
ご
氏
名
を
掲
載
後
に
寄
付
を
頂
戴
し
た

方
々
は
以
下
の
通
り
。
薄
葉
徹
郎
、
中
澤
恒

子
、萩
原
由
美
子
、堀
江
淳
子
、宮
川
清
（
敬

称
略
）。

④
会
員
・
会
友
数

二
〇
〇
八
年
三
月
末
日
現
在
の
会
員
・
会

友
数
は
次
の
通
り
。
終
身
会
員
六
五
名
、
会

員
四
三
五
名
、
会
友
一
、〇
三
八
名
。
一
高

同
窓
会
員
百
七
三
名
、
東
高
同
窓
会
員

一
〇
〇
名
。
合
計
一
、八
一
一
名
。

（
二
）
二
〇
〇
七
年
度
決
算
報
告

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
決
算
報
告
（
別
表

参
照
）
が
あ
り
、
ま
た
木
畑
洋
一
監
事
よ
り

2007 年度駒場友の会決算報告書
収入の部 単位：円

予算 決算
1 会費収入 5,600,000 4,834,100

11 通常会員会費 2,000,000 1,556,000
12 会友会費 2,000,000 2,678,100
13 終身会費 1,600,000 600,000

2 寄付収入 500,000 389,752
3 雑収入 12,000 173,133

31 預金利息 10,000 2,133
32 その他 2,000 171,000

小 　 　 　 　 計 6,112,000 5,396,985
前 年 度 繰 越 金 7,529,033 7,529,033
合 　 　 　 　 計 13,641,033 12,926,018

支出の部 単位：円
予算 決算

1 印刷費 400,000 517,205
11 会報・案内等の印刷費 250,000 340,805
12 封筒・便箋等の印刷費 150,000 176,400

2 通信費 936,000 931,917
21 郵送費 900,000 891,877
22 電話使用料 36,000 40,040

3 事務経費 495,000 395,150
31 事務用品費 100,000 149,330
32 コピー機使用料等 220,000 86,066
33 インターネット接続料 45,000 48,190
34 会費振込料金負担分 130,000 111,564

4 人件費 1,080,000 908,626
41 事務局スタッフ 1,000,000 898,626
42 臨時 80,000 10,000

5 運営費 1,235,800 1,259,371
51 事務室借料 235,800 233,800
53 光熱水料 50,000 43,452
52 会員証作成費 800,000 365,131
54 その他 150,000 616,988

6 事業費 1,700,000 1,669,321
61 5.19 父母との懇談会 160,210
62 5.29 高雄さん演奏会 139,815
63 8.2 オープンキャンパス 91,920
64 11.10 ホームカミングデイ 346,290
65 11.14 ユリア演奏会 476,150
66 その他 198,900
67 正門募金会計に移算 256,036

7 予備費 265,200 0 
小 　 　 　 　 計 6,112,000 5,681,590
次 年 度 繰 越 金 7,529,033 7,244,428
合 　 　 　 　 計 13,641,033 12,926,018

2008 年度駒場友の会予算案
収入の部 単位：円

予算
1 会費収入 5,600,000

11 通常会員会費 2,000,000
12 会友会費 2,500,000
13 終身会費 1,100,000

2 寄付収入 485,000
3 雑収入 27,000

31 預金利息 25,000
32 その他 2,000

小 　 　 　 　 計 6,112,000
前 年 度 繰 越 金 7,244,428
合 　 　 　 　 計 13,356,428

支出の部 単位：円
予算

1 印刷費 550,000
11 会報・案内等の印刷費 350,000
12 封筒・便箋等の印刷費 200,000

2 通信費 936,000
21 郵送費 900,000
22 電話使用料 36,000

3 事務経費 395,000
31 事務用品費 100,000
32 コピー機使用料等 120,000
33 インターネット接続料 45,000
34 会費振込料金負担分 130,000

4 人件費 1,280,000
41 事務局スタッフ 1,100,000
42 臨時 180,000

5 運営費 985,800
51 事務室借料 235,800
53 光熱水料 50,000
52 会員証作成費 550,000
54 その他 150,000

6 事業費 1,900,000
7 予備費 65,200

小 　 　 　 　 計 6,112,000
次 年 度 繰 越 金 7,244,428
合 　 　 　 　 計 13,356,428
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決
算
報
告
書
が
適
切
で
あ
る
旨
、
監
査
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。　

（
三
）
二
〇
〇
八
年
度
事
業
計
画

瀧
田
理
事
よ
り
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催
。

①
新
入
生
の
父
母
と
学
部
長
の
懇
談
会
（
五

月
十
七
日
）
②
柏
葉
会
演
奏
会
（
五
月
二
四

日
）
③
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
八
月
一
日
）

④
南
米
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
演
奏
会
（
十
一
月

一
日
）
⑤
駒
場
の
樹
木
を
巡
る
講
演
と
イ
ベ

ン
ト
（
十
一
月
十
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
の
催
し
）。

会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充
。

駒
場
友
の
会
会
報
は
十
一
号
を
八
月
に
、

十
二
号
を
二
月
に
発
行
予
定
。

（
四
）
二
〇
〇
八
年
度
予
算
案
の
承
認

今
年
度
予
算
案
（
別
表
参
照
）
に
つ
い
て

事
務
局
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
費
目
等
の
内
容
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
が
、
会
員
・
会
友
数
の
増
加
に
伴
い

収
入
支
出
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

（
五
）
役
員
選
出

理
事
の
任
期
が
五
月
三
一
日
で
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
会
長
、
理
事
、
監
事
の
選
出

を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
役
員
体
制
は
左
記

の
通
り
で
す
。
任
期
は
二
〇
一
〇
年
五
月

三
一
日
ま
で
。

会　

長　

毛
利
秀
雄

副
会
長　

竹
田
晃
、
遠
山
敦
子

理　

事　

 

浅
野
攝
郎
、
風
間
勝
昭
、

桂
利
行
、
小
島
憲
道
、

小
林
寛
道
、
瀧
田
佳
子
、

辰
野
裕
一
、
蓮
實
重
彦
、
松
本
健

監　

事　

木
畑
洋
一
、
佐
藤
紀
志
雄

（
六
）
そ
の
他

嘉
治
元
郎
副
会
長
よ
り
、
駒
場
友
の
会
は
、

一
高
同
窓
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
今

後
そ
の
活
動
の
一
部
を
担
う
計
画
に
つ
い
て

協
議
し
、
合
意
に
達
し
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

以
上
の
議
案
の
審
議
・
承
認
を
す
べ
て
終

え
、
総
会
は
予
定
通
り
十
八
時
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

駒
場―

来
し
方
、

	

そ
し
て
こ
れ
か
ら

毛
利 

秀
雄

こ
の
た
び
教
養
学
部
の
象
徴
的
存
在
で
あ

り
、
ま
た
一
高
の
ご
経
験
も
あ
る
本
間
長
世

前
会
長
の
後
を
受
け
、「
駒
場
友
の
会
」
の

会
長
を
お
引
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
新
し
い
副
会
長
に
は
遠
山
敦
子
元
文
部

大
臣
と
竹
田
晃
元
教
養
学
部
長
に
ご
就
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
私
に
と
っ
て

は
元
上
司
で
も
あ
っ
た
方
々
で
す
が
、
年
令 

（
竹
田
先
生
と
は
ご
く
わ
ず
か
） 

と
文
理
の

交
代
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
こ
う
な
っ
た
と

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
竹
田
先
生
に
は
一
高
同

窓
会
の
担
当
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

さ
て
昭
和
三
十
四
年
に
私
が
五
年
間
勤
め

た
神
奈
川
県
油
壺
の
理
学
部
附
属
臨
海
実
験

所
か
ら
移
っ
て
き
た
当
時
、
私
の
属
す
る
生

物
学
教
室
は
時
計
台
の
一
号
館 

（
戦
後
長
く

第
一
本
館
と
よ
ば
れ
た
） 

の
裏
に
あ
る
木
造

平
屋
の
建
物
で
し
た
。
一
高
の
寮
や
講
堂
、

図
書
館
な
ど
を
の
ぞ
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

建
物
は
ほ
か
に
は
戦
後
建
て
ら
れ
た
元
第
二

本
館
ぐ
ら
い
で
、
そ
こ
に
文
科
系
の
先
生
方

の
研
究
室
や
教
授
会
室
が
あ
り
ま
し
た
。
今

は
な
き
南
寮
は
文
科
系
や
数
学
の
先
生
方
の

研
究
室
で
第
一
研
究
室
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
予
算
も
少
な
く
、
古
く
か
ら
の
講
座
制

の
本
郷
と
は
す
べ
て
に
お
い
て
比
べ
物
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

六
十
年
安
保
の
後
、
高
度
経
済
成
長
の
お

か
げ
と
、
青
木
元
事
務
部
長
の
豪
腕
も
あ
っ

て
、
理
科
系
の
三
号
館 

（
旧
第
三
本
館
） 

を

は
じ
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
つ
ぎ
つ
ぎ

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
教
養
学
部
創

設
以
来
の
文
科
系
の
教
養
学
科
に
対
し
て
、

昭
和
三
十
七
年
に
理
科
系
の
基
礎
科
学
科
が

創
設
さ
れ
、
同
時
に
両
者
の
講
座
化
が
計
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
に
な
っ
て
み
る
と

建
物
は
安
普
請
で
あ
り 

（
最
近
耐
震
工
事
を

実
施
） 

、
講
座
に
は
一
部
を
除
き
わ
ず
か
な

新
規
定
員
し
か
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
駒
場
は
常
に
学
生
運
動
の
場
で
し
た

が
、
昭
和
四
十
三
年
に
な
る
と
医
学
部
の
学

生
処
分
問
題
に
端
を
発
し
、
教
養
学
部
の
学

生
も
無
期
限
ス
ト
を
決
議
し
て
全
学
が
紛
争

に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。
駒
場
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も

旧
第
八
本
館
の
封
鎖
や
セ
ク
ト
間
の
ゲ
バ
ル

ト
な
ど
荒
れ
に
荒
れ
、
翌
年
の
入
試
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
私
も
若
手
の
助
教
授
と
し

て
そ
の
中
に
い
ま
し
た
が
、
文
科
・
理
科
の
い

ろ
い
ろ
な
専
門
の
教
官
を
擁
す
る
教
養
学
部

で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
本
郷
に
比
べ
て

よ
り
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
学
生
た
ち
も
年
を
と
り
、
今
や
各
界

で
定
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
教
養
学
科
は
三
科
と
な
り
、
基
礎

科
学
科
も
二
科
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
大

学
院
重
点
化
で
今
日
の
よ
う
な
形
に
整
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
が
学
部
長
を
務
め
た
昭
和

六
十
二
年
か
ら
平
成
元
年
の
間
に
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
駒
場
に
と
っ

て
の
一
つ
の
大
き
な
転
機
は
、
私
が
学
部
長

を
や
め
た
直
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
総
長
選
挙

に
お
い
て
有
馬
朗
人
先
生
と
本
間
先
生
が
同

票
・
く
じ
引
き
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
受
け
物
理
学
者
に

し
て
俳
人
で
も
あ
る
有
馬
総
長
が
教
養
学
部

を
重
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
駒
場

は
建
物
も
含
め
充
実
の
一
途
を
歩
み
続
け
ま

し
た
。
矢
内
原
先
生
以
来
の
総
長
に
も
駒
場

か
ら
蓮
實
重
彦
先
生
が
な
ら
れ
ま
し
た
。
他

大
学
が
教
養
部
を
廃
し
、
そ
の
結
果
今
日
の
、

あ
る
意
味
の
知
の
荒
廃
を
招
い
た
の
と
好
対

照
で
す
。

今
や
駒
場
に
は
立
派
な
高
い
ビ
ル
が
立
ち

並
び
、
取
り
壊
さ
れ
た
寮
の
跡
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
が
で
き
あ
が
っ
て
、

外
国
の
一
級
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
引

け
を
と
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
Ｏ
Ｂ

毛利新会長のプロフィール
成蹊高等学校（旧制）出身、東京大学理学部動物学科を昭和二十八年卒業、平成三年本学退官後放送大学副学長、岡崎国立共同研究機構・
基礎生物学研究所長、同機構長を経て退官、現在国際生物学オリンピック日本委員会委員長、生殖生物学（精子に関する研究）で紫綬褒章。
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に
と
り
ま
し
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
と
共
に
こ
れ
か
ら
入
っ

て
く
る
学
生
諸
君
に
と
っ
て
も
自
ら
を
磨
く

絶
好
の
時
間
・
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。「
駒
場
友
の
会
」
の
皆
様
方
に
も

こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
お
力
を
有
意
義

な
行
事
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

会
長
退
任
に
あ
た
っ
て

本
間 

長
世

私
は
今
年
の
五
月
を
も
っ
て
、
創
設
以
来

二
期
務
め
た
駒
場
友
の
会
会
長
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

大
任
を
果
た
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
い

う
の
が
実
感
で
す
が
、
実
際
は
、
私
自
身
は

無
為
無
能
で
、
理
事
の
方
々
、
事
務
局
、
教

養
学
部
教
職
員
、
篤
志
家
な
ど
多
方
面
の

方
々
の
お
力
に
よ
っ
て
、
駒
場
友
の
会
と
い

う
性
格
に
曖
昧
さ
を
残
し
た
ま
ま
出
発
し
た

組
織
が
、
会
友
の
皆
様
の
ご
支
援
も
い
た
だ

い
て
、
次
第
に
活
発
な
活
動
を
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
任
期
も
、
連

邦
憲
法
修
正
条
項
に
よ
っ
て
二
期
八
年
と
定

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
駒
場
友
の
会
会

長
の
任
期
も
原
則
と
し
て
二
期
ど
ま
り
と
す

べ
き
で
あ
り
、
原
則
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
大
義
名
分
を
掲
げ
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
の
ご
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
て
、
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
神
田
学
士
会
館
の
運
営
を
活
動
の

中
心
と
す
る
社
団
法
人
学
士
会
の
評
議
員
を

務
め
て
お
り
ま
す
。
学
士
会
の
役
員
は
、
旧

七
帝
大
が
新
制
大
学
に
移
行
し
て
続
い
て
い

る
大
学
の
卒
業
生
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
教
養
学
部
第
一
期
生
の
私
よ
り
年

輩
の
会
員
は
旧
制
出
身
で
あ
る
わ
け
で
す
。

今
年
六
月
に
開
か
れ
た
評
議
員
会
の
出
席
者

名
簿
を
眺
め
る
と
、
名
前
の
下
に
学
部
・
大

学
・
卒
業
年
・
専
攻
分
野
が
略
語
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
当
日
の
出
席
者
の
中
で
は
、
東

大
を
昭
和
十
五
年
に
卒
業
さ
れ
た
方
が
最
年

長
で
し
た
。

教
養
学
部
卒
業
生
は
私
一
人
で
、
専
攻
分

野
は
教
養
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
船
舶
と
か
、

溶
接
と
か
、
冶
金
な
ど
と
い
う
の
と
並
ん
で
、

私
は
教
養
を
専
攻
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た

わ
け
で
、
こ
れ
に
は
あ
る
種
の
感
慨
を
お
ぼ

え
ま
し
た
。

教
養
学
部
教
養
学
科
を
創
設
す
る
た
め
力

を
盡
く
し
た
先
生
方
は
、
消
滅
す
る
旧
制
高

校
の
教
育
の
良
き
精
神
を
残
し
、
新
し
い
学

問
分
野
を
切
り
開
き
、
読
み
・
書
き
・
話
す

外
国
語
を
身
に
つ
け
、
専
門
化
を
急
が
ず
広

く
学
び
、
再
生
日
本
の
各
分
野
で
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
べ
き
人
材
を
育
成
す
る
少
数
精
鋭
教

育
を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
地
域
研
究
の
中
の
ア
メ
リ
カ
の
文

化
と
社
会
を
集
中
し
て
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
に
属

し
ま
し
た
が
、
第
一
期
の
こ
ろ
は
基
礎
科
目

も
専
門
科
目
も
数
が
揃
わ
ず
、
六
十
名
の
学

生
の
横
の
つ
な
が
り
も
密
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
日
本
思
想
史
か
ら
西
洋
思
潮
ま
で
、
文

字
通
り
広
く
学
ん
だ
の
で
す
か
ら
、
教
養
を

専
攻
し
た
と
い
う
こ
と
に
し
て
も
許
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
が
し
た
の
は
、
学

士
会
評
議
員
出
席
名
簿
に
触
発
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
最
近
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
教
育

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
場
合
は
、
教
養
学
部
卒
業
後
米
国
に

留
学
し
、
内
村
鑑
三
が
学
ん
で
総
長
先
生
の

人
格
と
信
仰
に
打
た
れ
た
と
い
う
ア
マ
ー
ス

ト
・
カ
レ
ッ
ジ
で
、ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
デ
ィ

ズ
を
専
攻
し
ま
し
た
。

ア
マ
ー
ス
ト
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
・
カ

レ
ッ
ジ
の
名
門
校
で
、
私
に
と
っ
て
は
教
養

学
科
の
延
長
の
よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
し
た

が
、こ
こ
で
私
は
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
・
社
会
・

文
化
を
総
合
的
に
学
び
、
研
究
し
、
ア
メ
リ

カ
理
解
を
深
め
る
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

一
高
の
校
長
だ
っ
た
新
渡
戸
稲
造
は
、「
ア

メ
リ
カ
研
究
の
急
務
」
と
題
す
る
小
文
を

一
九
一
九
年
に
発
表
し
、
日
本
人
は
外
交
官

や
軍
人
を
は
じ
め
と
し
て
ア
メ
リ
カ
は
物
質

主
義
の
国
だ
と
軽
蔑
す
る
が
、
こ
れ
は
と
ん

で
も
な
い
間
違
い
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
を

同
情
を
も
っ
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
、
日

本
人
に
と
っ
て
の
急
務
で
あ
る
と
警
告
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
深
く

理
解
す
る
こ
と
な
く
戦
争
に
突
入
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
私
は
米
国
に
お
け
る
日
本

研
究
の
現
状
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
が
、
日
米

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
両
国
に
と
っ

て
の
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
歴
代
大
統
領
の
多
く
は
凡
庸

で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
で
あ
る
こ
と

は
、
現
に
私
た
ち
が
目
撃
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
傑
出
し
た
リ
ー
ダ
ー
も
何
人
か
は

歴
史
に
名
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
の
精
神
が
、
大
局
を
見
る
目
と
、

適
確
な
判
断
を
下
す
力
を
持
つ
こ
と
で
あ
る

以
上
、
駒
場
友
の
会
へ
の
期
待
は
大
き
い
と

信
じ
ま
す
。
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